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================================================================================ 
HITACHI エンタープライズサーバ EP8000シリーズ マシンコード来歴 

================================================================================ 
 
Hitachi Gigabit Fibre Channel Adapter Driver for AIX 
AIX(R) V7.1/V7.2/V7.3向けファイバチャネルアダプタドライバ 
 
-------------------------------------------------------------------------------- 
 
 

変更内容と来歴 

バージョン 重要性 内容 

7.1.3.80 軽微 １． 新規追加 (AIX(R) V6.1 用 Ver6.1.3.62 と機能同レベル) 

7.1.3.82 軽微 １． 日立 Gigabit Fibre Channel アダプタ（ THE-FCA-0801(V), 
THE-FCA-0802(V)）にて IO ドロワ FC5803 を新規サポートしまし
た。 

２． 日立 Gigabit Fibre Channel アダプタ（ THE-FCA-0801L(V), 
THE-FCA-0802L(V)）にて IO ライザー FC5610/FC5685を新規サポ
ートしました。 

7.1.3.84 注意 １．DMA リソースの解放漏れが発生することがある問題を修正しまし
た。 

２．メモリロック失敗でカーネルクラッシュの可能性がある問題を修
正しました。 

7.1.10.150 注意 １．以下形名の Fibre Channel アダプタを新規サポートしました。 
THE-FCA-1601 , THE-FCA-1601L 
THE-FCA-1602 , THE-FCA-1602L 

２．I/O ドロアの電源ダウンによって、同一サーバ内の他 LPAR がスロ
ーダウンする可能性がある問題を修正しました。 

     ■発生条件 
       I/O ドロアを接続、かつ PCI 障害を検出。 
     ■影響 
       PCI 障害検出時のログ採取(数秒)の間、同一サーバ内の 

他 LPAR が一時的にスローダウンする可能性があります。 
業務停止等は発生しません。 

３．リセット(EEH_DD_PLATFORM_RESET)が実行されている状態で、ロ
グアウト処理の MMIO アクセスを実行すると EEH(Enhanced I/O 
Error Handling)リカバリ処理が失敗する問題を修正しました。 

     ■発生条件 
       下記①～③の条件を全て満たした場合に発生。 
         ①AIX6.1 の TL7 SP6(OS レベル：6100-07-06-1241)以降。 
         ②POWER7  

710-E2B/720-E4B/740-E6B/750-E8B/770-MMB/780-MHB。 
         ③PCI 障害が発生。 
     ■影響 
       PCI 障害により当該パスが閉塞します。 
       HDLM 等のパス冗長化ソフトや LVM ミラーをご利用時は、他方

のパスで業務継続が可能です。 
４．アダプタドライバのアンインストール実行により、サーバの /dev 

以下のファイルが消滅する可能性がある問題を修正しました。 
     ■発生条件 
       SR16000 の一部の顧客に提供されている OS パッチを利用した 

状態で、アダプタドライバのアンインストールを実行する。 
     ■影響 
       OS パッチは SR16000 システムの一部顧客限定で出されたもの
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であり、一般のお客様環境では当該事象は発生しません。 
       また、OS パッチをご提供したお客様への対策も完了していま

す。 
５．システム時刻変更時に、タイムアウトを誤検出してしまう可能性

がある問題を修正しました。 
    ■発生条件 
       システム時刻を変更（ntp 等を含む） 

システム時刻を戻した場合が対象となります。 
     ■影響 

FCアダプタと I/O装置間で無応答障害が発生していないにも
かかわらず、タイムアウトを誤検出してしまう事があります。 

６．システム時刻変更時に、時刻比較処理にてカーネルクラッシュの
可能性がある問題を修正しました。 

    ■発生条件 
       下記①～③の条件を全て満たした場合に発生します。 

① 障害閾値管理機能」オプションを使用。 
② 障害閾値管理対象の障害が複数回発生。 
③ ②の障害発生の間にシステム時刻を変更（ntp 等を含

む） 
システム時刻を監視時間(1～60(分))以上、時刻を戻し
た場合が対象となります。 

     ■影響 
       システム停止(カーネルパニック)する可能性があります。 
       システムをリブートすることによって回復可能です。 
７．一部の Extender 使用時の接続性を改善しました。 

7.1.10.195 軽微 １．Gigabit Fibre Channel アダプタのマイクロコード更新(FLASH ア
ップデート)後の、オンラインアップデートに失敗する場合があ
る問題を修正しました。 

     ■発生条件 
       オンラインアップデートツール(hfcmcref)を使用。 
     ■影響 

オンラインアップデート機能が使用できない為、オフライン
アップデート(システムのパワーオフ、オン)が必要になります。 

２．障害発生時に採取するハードウェアログの採取方法を改善しまし
た。 

7.1.10.198 注意 １．FC アダプタと I/O 装置間で無応答障害が発生したとき、規定され
たタイムアウト監視時間で、タイムアウトを検出しないことがあ
る問題を修正しました。 

     ■発生条件 
       下記①～④の条件を全て満たした場合に発生します。 

① バージョン「7.1.10.150」または「7.1.10.195」を使
用している。 

② 4 Gbit FC アダプタ、または 8 Gbit FC アダプタを使用
している。 

③ 同一 LU に複数のコマンドが同時に実行される環境
(Queue Depth 設定を 2 以上に設定している)。 

④ FC アダプタと I/O 装置間で無応答障害が発生。 
     ■影響 

FC アダプタと I/O 装置間で無応答障害が発生した場合に、タ
イムアウト検出に時間がかかる事があります。その結果、HDLM
等のパス冗長化ソフトをご利用時に、現象が発生した側のパ
スが閉塞する場合があります。現象が発生したのが片パスの
みの場合は、他方のパスで業務継続が可能です。 

7.1.10.200 軽微 １．AIX(R) V7.2 新規サポート(AIX(R) V7.1 用 Ver7.1.10.198 からの
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機能変更はありません)。 

7.1.10.206 注意 １．LinkDown⇒LinkUp を短時間に繰り返す障害が継続的に発生した場
合に、I/O 発行中のプロセスまたはアプリケーションがハング状
態になる可能性がある問題を修正しました。 

     ■発生条件 
下記①②の条件を両方満たした場合に発生する可能性があり
ます。 
①16Gbit FC アダプタを使用している。 
②I/O 発行中に、LinkDown⇒LinkUp を短時間に繰り返す障

害が継続的に発生。 
     ■影響 

現象発生時に I/O を発行していたプロセスまたはアプリケー
ションがハング状態になる可能性があります。ハング状態を
回復するためには、装置再起動が必要となります。 

7.1.10.208 注意 １．接続ディスク構成の変更作業を、装置 ON 中かつ変更対象 FC アダ
プタポート(fscsiX)に rmdevコマンドを未実施の状態で実施した
場合、cfgmgr コマンド実施契機でシステム停止(カーネルパニッ
ク)する可能性がある問題を修正しました。 

     ■発生条件 
下記①②③④全ての条件を満たした状態で、⑤を実施した場合
に発生する可能性があります。 
①16Gbit FC アダプタを使用している。 
②装置 ON 中。 
③FC スイッチ接続構成。 
④FC スイッチのポートから I/O 装置を取り外し、同じ FC

スイッチのポートに"同じ I/O 装置の別ポート"または"
別の I/O 装置"を取り付ける。 

⑤変更対象 FCアダプタポートに rmdevコマンドを未実施の
状態で、cfgmgr コマンドを実施する。 

     ■影響 
       システム停止(カーネルパニック)する可能性があります。 
       システムをリブートすることによって回復可能です。 

7.1.10.212 注意 １．LTO 接続の NetBackup による、バックアップ処理が失敗する可能
性がある問題を修正しました。 

     ■発生条件 
下記①②③全ての条件を満たした状態で、④を実施した場合
に発生する可能性があります。 
①バージョン「7.1.10.208」を使用している。 
②16Gbit FC アダプタを使用している。 
③LTO と直結接続している。 
④NetBackup による、バックアップ処理を実施する。 

     ■影響 
       NetBackup に失敗する可能性があります。 
       システムをリブートすることによって回復可能です。 
２．FC アダプタが障害(MCKINT)を誤検知する場合がある問題を修正し

ました。 
     ■発生条件 

下記①②の条件を両方満たしている場合に発生する可能性が
あります。 
①16Gbit FC アダプタを使用している。 
②高負荷の I/O 発行中。 

     ■影響 
       FC アダプタに障害が発生していないにもかかわらず、FC アダ

プタ障害(MCKINT)を誤検出してしまう事があります。 
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7.1.10.234 重要 １．HDLM などのパス冗長化ソフトをご利用時に、冗長パス接続された
ストレージに対してハード故障によるファイバーチャネル接続経
路の一時的な障害を契機に、すべての接続パスがアクセス不能と
なる可能性がある問題を修正しました。 

     ■発生条件 
次の①②の条件が両方該当する状態で、③を契機に発生する
可能性があります。 
①16Gbit FC アダプタを使用している。 
②日立製ストレージのマイクロが回避策未対応マイクロプ
ログラムバージョン。対応済みマイクロバージョンを次に
示します。 

【対応済マイクロバージョン】 
対象ストレージ                             対応済バージョン 

VSP G1000/G1500/F1500、VX7          80-05-48-00/00 以降  

                       80-06-02-00/10 以降 

VSP G800/G600/G400/G200/G100/F800/F600/F400 83-04-51-x0/00 以降 

                       83-05-03-x0/00 以降 

 

(VSP G130/G150/G350/G370/G700/G900/F350/F370/F700/F900 は初期出荷時か

ら対応済マイクロプログラムバージョンを適用済) 

 

③日立製ストレージの MP 障害発生。 
     ■影響 
       冗長化された全パスで現象が発生した場合、ストレージ内の

データにアクセスできず、OS 停止、またはユーザーデータア
クセスが不可になる可能性があります。 

       システムをリブートすることによって回復できます。 
 
２．ファイバーチャネル接続経路の一時的な障害によって発生する、

FC アダプタ－I/O 装置間の無応答障害と I/O 装置からのログアウ
ト要求(LOGO 受信)とが競合した場合に、I/O 発行中のプロセスま
たはアプリケーションがハングアップ状態になる可能性がある問
題を修正しました。 

   ■発生条件 
次の①②③の条件が、すべて該当する場合に発生する可能性
があります。 
①16Gbit FC アダプタを使用している。 
②FC アダプタと I/O 装置間で無応答障害が発生する。 
③②と競合するタイミングで I/O 装置からのログアウト要 
求(LOGO 受信)を受信する。 

 
上記②③はファイバーチャネル接続経路の一時的な障害によ
って発生し、例えば、アダプタ、光モジュール(SFP)、光ケー
ブルの故障によって発生することがあります。 

 
   ■影響 

現象発生時に I/O を発行していたプロセスまたはアプリケー
ションがハングアップ状態になる可能性があります。 
システムをリブートする、または、障害が発生したパスをリ
ンクダウンさせることで、ハングアップ状態から回復できま
す。 
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7.1.10.240 必須 
(※) 

１．入出力制御装置 SGW(SCSI Gateway 装置)にて 16Gbit FC アダプタ
を新規サポートしました。 
(※)入出力制御装置 SGW(SCSI Gateway 装置)にて 

16Gbit FC アダプタを使用しない場合は適用「不要」です。 
２．AIX(R) V7.2 TL5SP3 新規サポートしました。 

V7.2 TL5SP3 以降の OS Version を使用する場合、本バージョン以
降のドライバが「必須」です。また、8Gbit FC アダプタは非サポ
ートとなります。 
(※)V7.2 TL5SP3 以降の OS Version を使用しない場合は 

適用「不要」です。 

7.1.10.242 重要 １．I/O 発行を伴う ioctl実行時に、システム停止(カーネルパニック)
する可能性がある問題を修正しました。 

   ■発生条件 
     次の①②③すべての条件が重なった場合に、非常にまれなタイ

ミングで発生する可能性があります。 
① バージョン「7.1.10.234」か「7.1.10.240」を使用している。 
② 16Gbit FC アダプタを使用している。 
③ I/O 発行を伴う ioctl 処理を実行する。 
(補足)ioctl は、アプリケーションやミドルウェアから FC ア
ダプタドライバを直接制御するシステムコールです。HDLM に
よるパスヘルスチェックなどで使用され、このパスヘルスチ
ェックでは、処理中にストレージへの I/O 発行を伴います。
なお、ディスクドライバ経由の I/O 発行(ファイルシステムへ
の Read/Write コマンドなど)では ioctl は使用されません。 

   ■影響 
     システム停止(カーネルパニック)する可能性があります。 
     OS リブートすることによって回復可能です。 

7.1.10.246 必須 
(※) 

１．AIX(R) V7.3 を新規サポートしました。 
(※)AIX(R) V7.3 TL0 以降の OS Version を使用しない場合は、 

適用「不要」です。 
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================================================================================ 
各種 Gigabit Fibre Channel アダプタ毎のサポート OS及びドライバ一覧 

================================================================================ 
 

Gigabit Fibre Channel アダプタ THE-FCA-080x / THE-FCA-160x形名 サポート OS及びドライバ一覧 

項

番 
対象形名 

OS 毎のサポートドライバ 

AIX6.1 AIX7.1 
AIX7.2 

(TL5SP3 未満) 

AIX7.2 

(TL5SP3 以降) 
AIX7.3 VIO2.2 

VIO3.1 

(V3.1.3.10 未満) 

VIO3.1 

(V3.1.3.10 以降) 

1 THE-FCA-0801 6.1.3.58 以降 7.1.3.80 以降 7.1.10.200 以降 － － － － － 

2 THE-FCA-0802 6.1.3.58 以降 7.1.3.80 以降 7.1.10.200 以降 － － － － － 

3 THE-FCA-0801L 6.1.3.62 以降 7.1.3.80 以降 7.1.10.200 以降 － － － － － 

4 THE-FCA-0802L 6.1.3.62 以降 7.1.3.80 以降 7.1.10.200 以降 － － － － － 

5 THE-FCA-1601 6.1.10.150以降 7.1.10.150以降 7.1.10.200 以降 7.1.10.240 以降 7.1.10.246 以降 － － － 

6 THE-FCA-1602 6.1.10.150以降 7.1.10.150以降 7.1.10.200 以降 7.1.10.240 以降 7.1.10.246 以降 － － － 

7 THE-FCA-1601L 6.1.10.150以降 7.1.10.150以降 7.1.10.200 以降 7.1.10.240 以降 7.1.10.246 以降 － － － 

8 THE-FCA-1602L 6.1.10.150以降 7.1.10.150以降 7.1.10.200 以降 7.1.10.240 以降 7.1.10.246 以降 － － － 

 
Gigabit Fibre Channel アダプタ THE-FCA-080xV / THE-FCA-160xV形名 サポート OS及びドライバ一覧 

項

番 
対象形名 

OS 毎のサポートドライバ 

AIX6.1 AIX7.1 
AIX7.2 

(TL5SP3 未満) 

AIX7.2 

(TL5SP3 以降) 
AIX7.3 VIO2.2 

VIO3.1 

(V3.1.3.10 未満) 

VIO3.1 

(V3.1.3.10 以降) 

1 THE-FCA-0801V 6.1.3.58 以降 7.1.3.80 以降 7.1.10.200 以降 － － 86.1.4.154 以降 86.1.10.206 以降 － 

2 THE-FCA-0802V 6.1.3.58 以降 7.1.3.80 以降 7.1.10.200 以降 － － 86.1.4.154 以降 86.1.10.206 以降 － 

3 THE-FCA-0801LV 6.1.3.62 以降 7.1.3.80 以降 7.1.10.200 以降 － － 86.1.4.154 以降 86.1.10.206 以降 － 

4 THE-FCA-0802LV 6.1.3.62 以降 7.1.3.80 以降 7.1.10.200 以降 － － 86.1.4.154 以降 86.1.10.206 以降 － 

5 THE-FCA-1601V 6.1.10.150以降 7.1.10.150以降 7.1.10.200 以降 7.1.10.240 以降 7.1.10.246 以降 86.1.10.192 以降 86.1.10.206 以降 86.1.10.240 以降 

6 THE-FCA-1602V 6.1.10.150以降 7.1.10.150以降 7.1.10.200 以降 7.1.10.240 以降 7.1.10.246 以降 86.1.10.192 以降 86.1.10.206 以降 86.1.10.240 以降 

7 THE-FCA-1601LV 6.1.10.150以降 7.1.10.150以降 7.1.10.200 以降 7.1.10.240 以降 7.1.10.246 以降 86.1.10.192 以降 86.1.10.206 以降 86.1.10.240 以降 

8 THE-FCA-1602LV 6.1.10.150以降 7.1.10.150以降 7.1.10.200 以降 7.1.10.240 以降 7.1.10.246 以降 86.1.10.192 以降 86.1.10.206 以降 86.1.10.240 以降 
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